
記念館内に移築復元された工房

「精魂一途」の文字が刻まれた記念碑

儀礼用衣装を着用した今泉俊光刀匠

　

名
刀
の
生
産
地
と
し
て
名
高
い

備
前
長
船
で
す
が
、
横
山
元も
と
の
し
ん

之
進

祐す
け
さ
だ定
が
昭
和
５
年
に
亡
く
な
る

と
、
直
系
の
備
前
刀
鍛
冶
は
途
絶

え
、
存
廃
の
危
機
に
瀕
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
救
っ
た
の
が
備
前
刀
復

興
の
祖
と
呼
ば
れ
る
今
い
ま
い
ず
み
と
し
み
つ

泉
俊
光

刀
匠
で
す
。

今
泉
俊
光
刀
匠
と
は

　　

今
泉
俊
光
刀
匠（
本
名
済わ

た
る）は

、

明
治
31
（
１
８
９
８
）
年
に
佐
賀

県
小
城
郡
小
城
町
（
現
小
城
市
小

城
町
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

大
正
13
（
１
９
２
４
）
年
に
児

島
郡
味
野
町
赤
崎
（
現
倉
敷
市
児

島
赤
崎
）
に
移
り
住
ん
だ
後
、
紡

績
会
社
へ
勤
め
な
が
ら
、
昭
和
７

年
ご
ろ
か
ら
独
学
で
作
刀
の
研
究

を
始
め
ま
し
た
。

　

昭
和
９
年
に
備
前
刀
鍛
冶
横
山

祐す
け
か
ね包
門
人
の
平
賀
護も
り

国く
に

に
備
前

伝
の
作
刀
技
術
の
口
伝
を
受
け
、

本
格
的
に
鍛
刀
と
備
前
伝
の
研
究

を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
19
年
、
地
元
有
志
ら
の
熱

心
な
招
聘へ
い
に
応
じ
、長
船
に
移
住
。

翌
20
年
２
月
に
鍛
刀
場
開
き
の
火

入
れ
式
を
行
い
ま
し
た
が
、
8
月

に
終
戦
を
迎
え
、
武
器
の
生
産
が

禁
止
さ
れ
た
た
め
、
昭
和
29
年
に

刀
匠
の
許
可
を
受
け
る
ま
で
作
刀

が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の

間
、
生
活
の
た
め
火
箸
や
包
丁
、

鎌
な
ど
を
製
作
し
ま
し
た
が
思
う

よ
う
な
も
の
が
作
れ
ず
苦
労
し
た

そ
う
で
す
。

　

昭
和
30
年
に
始
ま
っ
た
作
刀
技

術
発
表
会
に
出
品
し
、
文
化
財
保

護
委
員
会
委
員
長
賞
な
ど
数
々
の

賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
に
よ
り
、
昭
和

34
年
に
は
、
岡
山
県
重
要
無
形
文

化
財
技
術
保
持
者（
備
前
刀
製
作
）

の
認
定
を
受
け
る
と
と
も
に
、
昭

和
41
年
、
長
船
町
名
誉
町
民
の
称

号
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

昭
和
53
年
に
は
、
勲
五
等
双
光
旭

日
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

平
成
５
年
に
は
、
95
歳
で
新
作

刀
展
覧
会
に
出
品
す
る
な
ど
、
平

成
７
年
８
月
28
日
に
97
歳
で
亡
く

な
る
ま
で
精
力
的
に
作
刀
を
続
け

ま
し
た
。

今
泉
俊
光
刀
匠
記
念
館

　

平
成
10
年
、
備
前
お
さ
ふ
ね
刀

剣
の
里
敷
地
内
に
俊
光
刀
匠
の
偉

業
を
伝
え
る
た
め
、
今
泉
俊
光
刀

匠
記
念
館
が
開
館
し
ま
し
た
。

　

関
係
資
料
に
は
、
工
夫
を
こ
ら

し
た
独
自
の
道
具
や
戦
後
の
作
刀

で
き
な
か
っ
た
時
期
に
製
作
し
た

生
活
用
品
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
１
月
に
は
、
俊
光
刀
匠
が

95
歳
の
時
に
書
い
た
文
字
が
刻
ま

れ
た
記
念
碑
が
交
流
の
あ
っ
た
靱

負
神
社
の
高
原
弘
美
宮
司
に
よ
り

同
館
前
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
館
を
訪
れ
る
こ
と
で
、
俊
光

刀
匠
の
作
刀
に
懸
け
た
情
熱
の
一

端
を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
参
考
文
献
】　
長
船
町
史
刀
剣
編
通
史

4 月 28 日（木）

☎
☎
☎

BooKs

 

遊
び
に
き
ま
せ
ん
か

 

パ
ソ
コ
ン
教
室
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　　

牛
窓
町
公
民
館
グ
ル
ー
プ
「
パ

ソ
コ
ン
教
室
」
の
一
日
体
験
教
室

と
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
を
行

い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
に
触
っ
た
こ
と
が
な

い
、
仕
事
で
必
要
、
写
真
入
り
の

は
が
き
を
作
り
た
い
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
デ
ジ
カ
メ
を
使
い
た
い

と
い
う
人
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

相
談
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
購
入

か
ら
日
ご
ろ
の
疑
問
な
ど
に
専
任

講
師
が
答
え
ま
す
。

　

な
お
、
パ
ソ
コ
ン
の
用
意
が
あ

り
ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
４
月
６
日
（
水
）、
９
日

　
（
土
）　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
費
用　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
牛
窓
町
公
民
館

Ｃ
Ｄ
や
携
帯
電
話
な
ど
、
身
の
回
り
に
は
デ
ジ
タ
ル

の
道
具
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
７
月
に
は
テ

レ
ビ
放
送
が
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
切
り
替
わ
り
ま

す
。
生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
デ
ジ
タ
ル
の
技
術

を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
や
さ
し
く
解
説
し
ま
す
。 

ま
る
ご
と
わ
か
る
地
デ
ジ
の
本

　
マ
イ
カ
…
作
　（
社
）
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会
…
協
力

熊田千佳慕のクマチカ昆虫記
　熊田千佳慕…著

プチ・ファーブルとして世界に知られる細密画家、熊
田千

ち か ぼ

佳慕。98 歳で亡くなるまで一心に虫を描き続け
ました。制作のための勉強帖を再現した本書は、軽妙
にまとめた虫の生態とユーモアあふれるイラストで、
絵本ファーブル昆虫記の製作過程が楽しめます。

瀬
戸
内
市
立
図
書
館
特
別
企
画

布
貼
り
絵
作
家
　
藤
田
桜
展

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

　

原
画
展
の
後
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
布
貼
り
絵
に
挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
。申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▽
日
時  

４
月
17
日(

日)

　

 

午
後
２
〜
４
時

▽
会
場　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

子
ど
も
15
人
（
先
着
）

※
そ
の
保
護
者
15
人
も
参
加
で
き

　

ま
す
。

▽
申
込
期
間　

４
月
５
日
（
火
）

　

〜
14
日
（
木
）

※
休
館
日
の
４
月
11
日
を
除
き
ま
す
。

▽
持
っ
て
く
る
も
の

　

は
さ
み
、
の
り
（
工
作
用
）、

ハ
ン
カ
チ
く
ら
い
の
大
き
さ
の
布

切
れ
（
事
前
に
ア
イ
ロ
ン
を
か
け

て
お
く
）

※
中
央
公
民
館
で
も
い
く
ら
か
布

　

切
れ
を
用
意
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
中
央
公
民
館

　

瀬
戸
内
市
立
図
書
館
特
別
企
画

と
し
て
「
布
貼
り
絵
作
家　

藤
田

桜
展
」（
前
期
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

藤
田
氏
の
作
品
は
、
絵
の
具
の

代
わ
り
に
布
地
を
切
り
貼
り
し
な

が
ら
画
面
を
作
る
と
い
う
も
の

で
、
布
地
の
質
感
や
色
、
柄
を
巧

み
に
組
み
合
わ
せ
、
風
物
や
小
動

物
、
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
生
き
生

き
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

藤
田
氏
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
原
画
展
】

　

絵
本
の
原
画
51
点
を
展
示
し
ま

す
。
美
し
く
、
そ
し
て
懐
か
し
い

絵
は
き
っ
と
観
る
人
の
心
を
和
ま

せ
る
で
し
ょ
う
。

▽
会
期　
４
月
15
日
（
金
）
〜
21   

　
日
（
木
）　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
で
す
。

※
後
期
展
は
８
月
に
開
催
予
定
で
す
。

▽
会
場　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

▽
入
場
料　

無
料

東京出身。昭和 27 年から
月刊「よいこのくに」の
表紙を担当。昭和 38 年か
ら、ローマに在住し、そ
の間、数々の布コラージュ
絵画展覧会を開催。平成
16 年に帰国後は、倉敷市
玉島沙美に居住し、布絵
本の製作や展覧会を手掛
けている。

藤田桜
Sakura Fujita




